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研究成果の概要（和文）： 健康指標の測定を継続的に実施している職域集団に質問紙調査など

で、睡眠とライフスタイル・健康度の経時的調査を実施した。各因子の関連性について検討し、

睡眠様態・健康指標の相関について包括的分析を深めた。さらに今までのデータの詳細な継時

的分析・交絡要因の解析を行い、睡眠機構の理解さらには、疾病リスクの低減・健康増進に結

びつく因子の解明を目指した「睡眠健康医学」の確立を目指し、研究を推進した。 
 
研究成果の概要（英文）：   The questionnaire survey for sleep, lifestyle and 
health-status were conducted among workers whose health survey was continuously 
measured. The relationships between each factor were analyzed for comprehensive 
assessment of sleep mechanism and health promotion. Farther study of continuous and 
comprehensive data analysis concerning sleep mechanism and health promotion were 
conducted for establishing sleep medicine for health. 
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１．研究開始当初の背景 
睡眠は重要なライフスタイルの因子だが、

未解明な点が多く、軽視されてきた。しかし
近年、脳科学の発展もあり、科学的解明が進
んでいる。他方、社会の 24 時間化や高スト
レス化の故か、深刻な睡眠障害を訴える者は
増加し、重要な社会的課題となっている。睡
眠医学は学術的発展の可能性と、取り組むべ
き社会的意義を持つ重要な分野である。 

睡眠医学に関し、基礎睡眠医学・臨床睡眠
医学の分野においては研究が進みつつある
が、社会睡眠医学の分野における取り組みは、
まだ少ない。我々は、今までのライフスタイ
ル医学において用いてきた種々の研究手法
を発展的に応用させ、「睡眠健康医学」の創
設を目指し、社会医学の見地から睡眠医学に
重要な種々の研究手法を導入し、データの蓄
積・包括的解析に取り組んできた。 



２．研究の目的 
以下の三項目を目的とした。 
(1) 睡眠と免疫･内分泌･脳機能との関連性：

ストレスのモニタリングとして有用なコ
ルチゾール・クロモグラニンＡ・アミラー
ゼや、概日リズムと深い関連性を有するメ
ラトニンなどを、唾液から測定し、脳機能
イメージング研究機器で脳活動の測定も
行ない、睡眠様態とストレス様態・脳機
能・ライフスタイル・各種健康指標との関
連性を定量的に評価し、睡眠機構の理解に
迫ること。 

(2) 睡眠と遺伝素因の関連性：遺伝素因を、
朝方夜型との関連性を通して検討し、睡
眠・ライフスタイル・唾液中のストレス指
標・脳機能・各種健康指標との関連性を模
索すること。 

(3) 睡眠と健康指標との関連性：各種健康指
標（定期健康診断データなど）と、睡眠態
様（時間・質・リズムなど）、朝型夜型の
継時的・包括的分析を行ない、睡眠態様の
変化による、健康指標への影響を検索する
こと。 

 
 
３．研究の方法 
(1) 自記式質問紙調査による詳細なライフ

スタイル（森本の 8つの健康習慣をはじめ
とする種々のライフスタイル項目）・睡眠
様態の調査（ピッツバーグ睡眠質問調査票
(PSQI)・睡眠満足度など）、朝型夜型調査
票(MEQ)、ツングの自己評価式抑うつ調査
票(SDS)、精神健康調査票 28 項目版
(GHQ-28)の他、内分泌態様を示す生体指標
（唾液中コルチゾール・クロモグラニン
Ａ・アミラーゼ・メラトニン）をはじめと
する種々の健康指標の測定を継続的に実
施している職域集団に対し、職場の定期健
康診断実施時に施行し、各因子の関連性に
ついて検討し、睡眠様態・内分泌機能指
標・健康指標の相関について検討した。 

(2) 光トポグラフィー（日立製作所基礎研究
所と共同で設計）を用いて、運動野・感覚
野などの脳活性度の測定を非侵襲的に行
ない、関連性の検討を行ない、幅広い視点
から睡眠を捉えるべく議論を深め、包括的
な睡眠機構の理解に迫った。 

(3) 16 年間追跡してきた約 20 万人の職域集
団における、定期健康診断時のライフスタ
イル調査・健康診断データを、睡眠を軸と
した観点より経時的な解析を行った。さら
に、一部の事業所に、重要な調査項目・生
体指標に関して追加調査を施行し、睡眠を
初めとするライフスタイルの変容と健康
指標の関連性を正確に探った。また、Shift 
work・Jet lag などへの従事者を対象とし
た調査を行い、睡眠障害対策の有効な指針

を探った。 
 
 
４．研究成果 
(1) 睡眠とライフスタイル・健康度の経時的
解析：自記式質問紙調査による詳細なライ
フスタイル（森本の 8つの健康習慣をはじ
めとする種々のライフスタイル項目）・睡
眠様態の調査（ピッツバーグ睡眠質問調査
票(PSQI)・睡眠満足度など）、朝型夜型調
査票(MEQ)、ツングの自己評価式抑うつ調
査票(SDS)、精神健康調査票 28 項目版
(GHQ-28)の他、種々の健康指標の測定を継
続的に実施している職域集団に対し、職場
の定期健康診断実施時に施行し、各因子の
関連性について検討し、睡眠様態・健康指
標の相関について継続的・包括的分析を深
めた。「夜型よりも朝型ほうが、健康に良
い」ことの可能性が示唆され、さらに、睡
眠時間･ライフスタイル変容と健康度との
関連性を経時的・包括的に解析し、睡眠の
観点から見直した、新たなライフスタイル
変容の必要性を科学的に提示する「睡眠健
康医学」の確立を目指し、研究を推進した。 

(2) 睡眠とライフスタイル・健康度の包括的
解析から睡眠健康医学へ：定期健康診断時
のライフスタイル調査・健康診断データを、
睡眠を軸とした観点より経時的な解析を
行った。さらに、一部の事業所に、重要な
調査項目・生体指標に関して追加調査を施
行し、睡眠を初めとするライフスタイルの
変容と健康指標の関連性を正確に探った。
また、Shift work などへの従事者を対象
とした調査を行い、睡眠障害対策の有効な
指針を探った。今までの研究手段によって
得られたデータの詳細な継時的分析・交絡
要因の解析を行い、睡眠機構の理解さらに
は、疾病リスクの低減・健康増進に結びつ
く因子の解明を目指した。睡眠時間･ライ
フスタイル変容と健康度との関連性を経
時的・包括的に解析し、睡眠の観点から見
直した、新たなライフスタイル変容の必要
性を科学的に提示する「睡眠健康医学」の
確立を目指し、研究を推進した。 
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